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議事日程 

         諸般の報告 

      第１ 会議録署名議員の指名 

      第２ 会期の決定 

      第３ 議第７３号から議第１０３号まで一括上程 

         （専決処分につき承認を求めることについて（令和元年度野洲市一般

会計補正予算（第５号）） 他３０件） 

          提案理由説明 

      第４ 決算特別委員会の設置及び委員の選任 

         諸般の報告（決算特別委員会の正副委員長の互選結果の報告） 

市長提出議案 

     議第 ７３号 専決処分につき承認を求めることについて（令和元年度野洲市

一般会計補正予算（第５号）） 

     議第 ７４号 平成３０年度野洲市一般会計歳入歳出決算の認定について 

     議第 ７５号 平成３０年度野洲市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の

認定について 

     議第 ７６号 平成３０年度野洲市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認

定について 

     議第 ７７号 平成３０年度野洲市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

     議第 ７８号 平成３０年度野洲市地域医療振興資金貸付事業特別会計歳入歳

出決算の認定について 

     議第 ７９号 平成３０年度野洲市墓地公園事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

     議第 ８０号 平成３０年度野洲市基幹水利施設管理事業特別会計歳入歳出決

算の認定について 

     議第 ８１号 平成３０年度野洲市工業団地等整備事業特別会計歳入歳出決算

の認定について 

     議第 ８２号 平成３０年度野洲市土地取得特別会計歳入歳出決算の認定につ
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いて 

     議第 ８３号 平成３０年度野洲市水道事業会計決算の認定について 

     議第 ８４号 平成３０年度野洲市下水道事業会計決算の認定について 

     議第 ８５号 平成３０年度野洲市病院事業会計決算の認定について 

     議第 ８６号 令和元年度野洲市一般会計補正予算（第６号） 

     議第 ８７号 令和元年度野洲市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

     議第 ８８号 令和元年度野洲市後期高齢者医療特別会計補正予算(第１号) 

     議第 ８９号 令和元年度野洲市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

     議第 ９０号 令和元年度野洲市墓地公園事業特別会計補正予算（第１号） 

     議第 ９１号 令和元年度野洲市水道事業会計補正予算（第１号） 

     議第 ９２号 野洲市会計年度任用職員の給与等に関する条例 

     議第 ９３号 野洲市職員定数条例等の一部を改正する条例 

     議第 ９４号 野洲市職員の給与に関する条例及び野洲市職員等の旅費に関す

る条例の一部を改正する条例 

     議第 ９５号 野洲市都市計画税条例の一部を改正する条例 

     議第 ９６号 野洲市立保育所における延長保育及び野洲市立幼稚園における

預かり保育等に関する費用徴収条例の一部を改正する条例 

     議第 ９７号 野洲市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例 

     議第 ９８号 野洲市特定教育・保育の実施に関する費用徴収条例の一部を改

正する条例 

     議第 ９９号 滋賀県市町村交通災害共済組合規約の変更について 

     議第１００号 滋賀県市町村交通災害共済組合を解散することについて 

     議第１０１号 滋賀県市町村交通災害共済組合の解散に伴う財産処分について 

     議第１０２号 平成３０年度野洲市水道事業会計未処分利益剰余金の処分につ

いて 

     議第１０３号 平成３０年度野洲市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分に

ついて 

 

開議       午前９時０５分 
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議事の経過 

（開会） 

○議長（橋 俊明君） （午前９時０５分） 皆さん、おはようございます。 

 少し遅れましたが、ただいまから令和元年第４回野洲市議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 日程に入るに先立ち、諸般の報告を行います。 

 出席議員は１７人、欠席議員は１人、欠席議員は、第９番、田中陽介議員であります。 

 本日の議事日程は、既に配付いたしました議事日程のとおりであります。 

 次に、本定例会に説明員として出席通知のあった者の職氏名は、お手元の文書のとおり

です。 

 次に、地方自治法第２４３条の３第２項の規定に基づき、第２８期野洲市湖岸開発株式

会社事業報告書及び財務諸表、及び第２９期野洲市湖岸開発株式会社事業計画書及び財務

諸表が提出されました。 

 また、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定に基づき、健全化

判断比率及び資金不足比率が市長から報告され、それぞれお手元に配付しておきましたの

で、ご確認願います。 

 （日程第１） 

○議長（橋 俊明君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、第１４番、野並享子議員、第１

５番、東郷正明議員を指名いたします。 

 （日程第２） 

○議長（橋 俊明君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から９月２７日までの３１日間にしたいと思います。これにご

異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（橋 俊明君） ご異議なしと認めます。よって、会期は本日から９月２７日まで

の３１日間と決定いたしました。 

 なお、会期中の会議予定につきましては、配付済みの会期日程のとおりであります。 

 （日程第３） 
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○議長（橋 俊明君） 日程第３、議第７３号から議第１０３号まで、専決処分につき承

認を求めることについて、令和元年度野洲市一般会計補正予算（第５号）他３０件を一括

議題といたします。 

 事務局長が議案を朗読いたします。 

○議会事務局長（瀬川俊英君） 皆さん、おはようございます。 

 それでは、朗読いたします。 

 議第７３号専決処分につき承認を求めることについて（令和元年度野洲市一般会計補正

予算（第５号））、議第７４号平成３０年度野洲市一般会計歳入歳出決算の認定について他

決算認定１１件、議第８６号令和元年度野洲市一般会計補正予算（第６号）他補正予算５

件、議第９２号野洲市会計年度任用職員の給与等に関する条例他条例制定・改正６件、議

第９９号滋賀県市町村交通災害共済組合規約の変更について他その他の案件４件。 

 以上です。 

○議長（橋 俊明君） 議案の朗読が終わりましたので、市長の提案理由の説明を求めま

す。 

 市長。 

○市長（山仲善彰君） 皆さん、おはようございます。 

 本日、ここに令和元年第４回野洲市議会定例会を招集いたしましたところ、議員の皆様

には多数ご参集をいただきまして、ありがとうございます。 

 それでは、今議会に提案いたします議案につきまして、ご説明を申し上げます。 

 今日は日程が結構込み合ってまして始まりが遅れましたので、ちょっと早い目にご説明

を申しますが、ご了承お願いいたします。 

 本定例会におきましては、議案といたしまして、専決処分につき承認を求めること１件、

平成３０年度決算の認定１２件、補正予算６件、条例の制定・改正７件、その他５件の合

計３１件を提案いたしますので、ご審議よろしくお願いいたします。 

 議第７３号専決処分につき承認を求めることについてご説明申し上げます。 

 令和元年度一般会計補正予算（第５号）につきましては、歳入歳出総額にそれぞれ８９

万３，０００円を追加いたしました。 

 補正の内容は、平成２９年９月に提訴された「要請却下処分取消請求事件」において、

今般判決が確定したことから、速やかに弁護士事務委託料を支払うため、８９万３，００

０円を計上したものです。 
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 議第７４号から議第８５号までの平成３０年度各会計決算の認定についてご説明申し上

げます。 

 議第７４号野洲市一般会計歳入歳出決算は、歳入決算額１９９億２，１５５万２，８１

３円、歳出決算額１９３億９，３９５万３，７３２円で、歳入歳出差引額は５億２，７５

９万９，０８１円となり、翌年度へ繰り越すべき財源の４，７６４万１，０００円を控除

した実質収支額は４億７，９９５万８，０８１円となりました。 

 平成３０年度一般会計決算の特徴を申し上げますと、歳入では、個人市民税が前年度よ

り増収となったものの法人市民税が微減となりました。また、普通交付税が減額になった

ことから、財源手当てのため減収補塡債を発行すると共に財政調整基金等の一部取り崩し

を行うことにより、前年度比で約１，９００万円の微増となりました。 

 歳出では、「市民の安心と安全」を実現するための施策として、三上こども園の整備、子

育て支援や高齢者対策、特別支援教育の充実や生活困窮者支援事業、野洲駅周辺都市基盤

整備事業などを積極的に推進すると共に、厳しい財政状況ですが緊急度・優先度の高い事

業を着実に進めてきたところであります。決算総額といたしましては、前年度比で約７，

９００万円の減額となりました。 

 次に、議第７５号野洲市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算は、歳入決算額５０億

１，７１１万４，８６１円、歳出決算額４９億３，４４０万９，５６９円で、歳入歳出差

引額は８，２７０万５，２９２円となりました。 

 なお、平成３０年度からの広域化による制度改正に伴い、財政共同安定化等の事業がな

くなったことから、歳入歳出とも前年度と比較して減額となっております。 

 次に、議第７６号野洲市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算は、歳入決算額５億８，

０６５万２，８００円、歳出決算額５億６，５９６万２，０４６円で、歳入歳出差引額は

１，４６９万７５４円となりました。 

 なお、決算剰余金のうち１，３９３万２，４２５円につきましては、令和元年度に繰り

越して滋賀県後期高齢者医療広域連合へ納付すべき保険料相当額となっております。 

 続きまして、議第７７号野洲市介護保険事業特別会計歳入歳出決算は、歳入決算額４２

億８，０７５万８，９４３円、歳出決算額４０億７，２３９万１，５２３円で、歳入歳出

差引額は２億８３６万７，４２０円となりました。 

 なお、決算剰余金のうち１億２，０１１万１，０１４円につきましては、国庫支出負担

金等の精算による返還予定額となっています。 
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 続きまして、議第７８号野洲市地域医療振興資金貸付事業特別会計歳入歳出決算は、歳

入決算額及び歳出決算額とも７，４９６万７００円となりました。 

 続きまして、議第７９号野洲市墓地公園事業特別会計歳入歳出決算は、歳入決算額２，

０５７万１，６９８円、歳出決算額１，９７０万８，０４５円で、歳入歳出差引額は８６

万３，６５３円となりました。 

 続きまして、議第８０号野洲市基幹水利施設管理事業特別会計歳入歳出決算は、歳入決

算額１，６７０万３１９円、歳出決算額１，６５０万８，６７９円で、歳入歳出差引額は

１９万１，６４０円となりました。 

 次に、議第８１号野洲市工業団地等整備事業特別会計歳入歳出決算は、歳入決算額２４

億８，３９３万４，４０８円、歳出決算額２４億８，３８４万５，２９２円で、歳入歳出

差引額は８万９，１１６円となりました。 

 歳入では、国道８号野洲栗東バイパス関連事業として整備しました三上小中小路工業団

地の不動産売払収入が１３億２，２１０万５，３３１円となりました。 

 歳出では、工業団地造成事業の業務委託を行った滋賀県土地開発公社からの公有財産購

入額が１４億７，２０４万６，０３２円となりました。 

 次に、議第８２号野洲市土地取得特別会計歳入歳出決算は、歳入決算額及び歳出決算額

いずれも１億２，３６１万６，２００円となりました。 

 続きまして、議第８３号野洲市水道事業会計決算は、まず、収益的収入及び支出ですが、

収入決算額１０億２，８２８万９，３９６円に対しまして、支出決算額８億４，７６３万

１，１８８円で、収支差引額は１億８，０６５万８，２０８円の黒字決算となりました。 

 平成３０年度においては、給水収益について改善の兆しが見え、また、料金改定による

増収の中、引き続き経営改善による支出の抑制をしたことが主な要因と見ております。 

 なお、黒字額につきましては、老朽化した施設の更新の財源に使用するものです。 

 次に、資本的収入及び支出は、収入決算額２億８，７６２万８，０５６円に対し、支出

決算額５億８，６４１万１，０１９円で、不足額の２億９，８７８万２，９６３円は消費

税及び地方消費税資本的収支調整額、過年度分損益勘定留保資金及び建設改良積立金で補

塡をしたものです。 

 次に、議第８４号野洲市下水道事業会計決算は、まず、収益的収入及び支出であります

が、収入決算額１９億６，３９９万６，２００円に対し、支出決算額１６億７，８９３万

２，０７１円で、収支差引額は２億８，５０６万４，１２９円の黒字決算となりました。 
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 平成３０年度も下水道使用料が伸び悩む中、地方公営企業法の適用により、独立採算制

の趣旨に沿った運営合理化に努めたことが主な要因と見ております。 

 次に、資本的収入及び支出は、収入決算額５億９，４０９万９３９円に対し、支出決算

額１２億７，８３７万５，２１４円で、不足額の６億８，４２８万４，２７５円は、消費

税及び地方消費税資本的収支調整額、引継金、過年度分損益勘定留保資金、当年度分損益

勘定留保資金及び減災積立金で補塡をしたものです。 

 次に、議第８５号野洲市病院事業会計決算は、まず、収益的収入及び支出ですが、収入

決算額及び支出決算額は、いずれも４８９万２，７８３円となりました。 

 次に、資本的収入及び支出は、収入決算額８，２７４万８，０００円に対し、支出決算

額４，２２０万１，３７９円で、差引額４，０５４万６，６２１円のうち２，７２０万７，

０００円は翌年度繰越額とし、１，３３３万９，６２１円は翌年度以降の運転資金に活用

するものです。 

 以上、議第７４号から議第８５号までの平成３０年度各会計決算の説明といたします。 

 次、続きまして、議第８６号から議第９１号までの令和元年度一般会計補正予算、特別

会計補正予算並びに野洲市水道事業会計補正予算につきまして、その概要をご説明いたし

ます。 

 まず、議第８６号令和元年度野洲市一般会計補正予算（第６号）は、４億３，２２２万

９，０００円を追加いたします。 

 歳出の主な内容についてご説明申し上げます。 

 総務費では、財政管理費で平成３０年度一般会計の決算剰余金について、地方財政法第

７条第１項の規定に基づき、２分の１以上を財政調整基金に積み立てるため、２億４，０

００万円を追加するものです。 

 また、自治振興費では、コミュニティ助成事業助成金について一般財団法人自治総合セ

ンターからの助成額が確定したことから、不採択となった事業助成額２，３６０万円を減

額するものです。 

 民生費では、平成３０年度子ども・子育て支援交付金精算に伴う国庫支出金の返還金と

して１，７７０万２，０００円を追加するものです。 

 土木費では、道路橋梁維持費において、設計委託料及び工事請負費の３，１８２万５，

０００円を増額すると共に、住宅対策費において空家等対策の推進に関する特別措置法に

基づく行政代執行に係る費用として工事請負費等１億２，５００万円を追加するものです。 
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 教育費では、中学校管理費の中学校施設整備費において、野洲北中学校職員駐車場整備

に係る工事請負費として２，１１４万２，０００円を増額するものです。 

 次に、歳入の主なものについてご説明申し上げます。 

 地方交付税において、普通交付税の算定結果に基づいて６，４９５万９，０００円を増

額するものです。 

 幼児教育・保育無償化に伴い、保育所等の使用料を１億２,００３万１，０００円減額し、

また、私立保育所保護者負担金を４，９０１万４,０００円減額すると共に、財源措置とし

て子ども・子育て支援臨時交付金を１億６，０００万円追加し、国庫支出金及び県支出金

を５，６１４万２，０００円増額、諸収入を１５３万７，０００円追加するものです。 

 財産収入では、野洲市湖岸開発株式会社の株式配当金として、業績好調を受けて昨年度

より３割増しの１０４万円を追加するものです。 

 繰入金では、平成３０年度の特別会計への繰出金額の確定により、精算額として国民健

康保険事業特別会計から７２１万３，０００円、介護保険事業特別会計から２，４５７万

６，０００円の繰り入れを追加するものです。 

 諸収入では、空家等対策の推進に関する特別措置法に基づく行政代執行費として１億２，

５００万円を増額し、コミュニティ助成事業助成金では助成金額の確定により２，３６０

万円を減額するものです。 

 市債では、小中学校の大規模改修に伴い、小学校施設整備事業債を２，３００万円、中

学校施設整備事業債を３，５９０万円増額し、また普通交付税の算定結果に基づいて臨時

財政対策債の発行額を１，２２８万３，０００円減額するものです。 

 繰越金では、今回の補正に係る収支調整額として７，７３３万７，０００円を追加する

ものです。 

 次に、議第８７号令和元年度野洲市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）は、

９，３１１万７，０００円を追加します。 

 補正の主な内容といたしましては、歳入では平成３０年度の決算剰余金のうち４，９１

９万７，０００円を追加すると共に、平成３０年度滋賀県国保保険給付費等交付金精算に

伴う国保連合会からの返還金を４，３４７万１，０００円追加するものです。 

 歳出では、平成３０年度滋賀県国保保険給付費等交付金精算に伴う普通交付金返還金を

４，３４７万１，０００円追加し、平成３０年度の決算剰余金の２分の１相当額として４，

２００万円を国民健康保険事業財政調整基金に積み立てるものです。 
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 次に、議第８８号令和元年度野洲市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、１，

４１５万３，０００円を追加します。 

 補正の内容といたしましては、平成３０年度の出納整理期間中に収入いたしました保険

料について、後期高齢者医療広域連合納付金で令和元年度納付金として支出するもの等で

あります。 

 次に、議第８９号令和元年度野洲市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）は、２億

６１４万７，０００円を追加いたします。 

 主な補正の内容といたしましては、歳入では、平成３０年度の決算剰余金２億３３６万

８，０００円を追加するものです。 

 歳出では、決算剰余金のうち８，３２５万３，０００円を介護給付費準備基金積立金へ

積み立てを行うと共に、平成３０年度の保険給付費の確定に伴い、国・県支出金及び社会

保険診療報酬支払基金からの交付金等９，８９８万５，０００円を追加し、人件費及び事

務費の精算により一般会計繰出金２，４５７万６，０００円を追加するものです。 

 次に、議第９０号令和元年度野洲市墓地公園事業特別会計補正予算（第１号）は、８６

万２，０００円を追加します。 

 補正の内容は、決算剰余金を墓地公園整備基金へ積み立てるものです。 

 次に、議第９１号令和元年度野洲市水道事業会計補正予算（第１号）は、予算第３条の

収益的支出に７３０万円、予算第４条の資本的支出に２，９０４万円を増額するものです。 

 主な補正の内容といたしましては、田中山低区配水池の配水量が増加していることから、

漏水調査のための業務委託料７３０万円を、野洲川橋に添架されている水道管が腐食によ

り老朽化していることから、管布設替工事詳細設計業務２，９０４万円をそれぞれ追加す

るものです。 

 以上、議第８６号から議第９１号までの各会計補正予算の提案説明といたします。 

 議第９２号野洲市会計年度任用職員の給与等に関する条例についてご説明申し上げます。 

 本議案は、地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律が平成２９年５月１７日

に公布され、地方公務員における一般職の非常勤職員である「会計年度任用職員」に関す

る規定が整備され、特別職の任用及び臨時的任用の適正を確保し、あわせて会計年度任用

職員に対する給付に関する規定が整備されたことを受けて、新たに条例制定を行うもので

す。 

 具体的には、会計年度任用職員のフルタイム及びパートタイムそれぞれについて支給す
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る給与の種類並びに額及び決定方法について、また、新たに支給する期末手当について、

必要な事項を定めるものです。 

 本制度に関しましては、いわゆる非正規職員の処遇改善という目的は評価されますが、

急な制度改正であったため、実務運用上まだ当該対象職員にとっての実利面、さらには職

員の確保や安定的な財源確保などの課題が残ることとなっています。 

 なお、本条例は、令和２年４月１日から施行します。 

 議第９３号野洲市職員定数条例等の一部を改正する条例についてご説明申し上げます。 

 本議案は、地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律が平成２９年５月１７日

に公布され、地方公務員における一般職の非常勤職員である「会計年度任用職員」に関す

る規定が整備されたことを受けて、野洲市職員定数条例他８つの条例の関連規定について

所要の改正を行います。 

 なお、本条例は令和２年４月１日から施行します。 

 議第９４号野洲市職員の給与に関する条例及び野洲市職員等の旅費に関する条例の一部

を改正する条例についてご説明申し上げます。 

 本議案は、成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の

整備に関する法律が令和元年６月１４日に公布され、成年被後見人等は地方公務員となる

こと、また、成年被後見人等となった地方公務員はその職を失うとする規定が削除された

ことに伴い、野洲市職員の給与に関する条例及び野洲市職員等の旅費に関する条例の一部

について所要の改正を行います。 

 なお、本条例は令和元年１２月１４日から施行します。 

 次に、議第９５号野洲市都市計画税条例の一部を改正する条例についてご説明申し上げ

ます。 

 本議案は、「篠原駅前」地区計画区域を都市計画税の課税対象区域に追加すると共に、都

市計画税の適用年度を令和３年度からとするため、所要の改正を行います。 

 あわせて、地方税法等の一部を改正する法律が平成３１年３月２９日に公布されたこと

に伴い、所要の改正を行います。 

 なお、本条例は公布の日から施行します。 

 議第９６号野洲市立保育所における延長保育及び野洲市立幼稚園における預かり保育等

に関する費用徴収条例の一部を改正する条例についてご説明申し上げます。 

 本議案は、子ども・子育て支援法施行規則の一部を改正する内閣府令の交付に伴い、公
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立幼稚園で実施している預かり保育料について所要の改正を行います。 

 なお、本条例は令和元年１０月１日から施行します。 

 議第９７号野洲市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例についてご説明申し上げます。 

 本議案は、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準の一部を改

正する内閣府令の公布に伴い、所要の改正を行います。 

 なお、本条例は令和元年１０月１日から施行します。 

 議第９８号野洲市特定教育・保育の実施に関する費用徴収条例の一部を改正する条例に

ついてご説明申し上げます。 

 本議案は、子ども・子育て支援法の一部を改正する法律の施行に伴う関係政令の整備等

及び経過措置に関する政令の公布に伴い、幼児教育・保育の無償化を行うため、利用者負

担の額について所要の改正を行います。 

 なお、本条例は令和元年１０月１日から施行します。 

 議第９９号滋賀県市町村交通災害共済組合規約の変更についてご説明申し上げます。 

 滋賀県市町村交通災害共済組合が令和２年３月末をもって組合を解散し、当該事務を滋

賀県市長会に承継することに伴い、当該組合の規約を改正するため、地方自治法第２８６

条第１項の規定に基づき関係地方公共団体が協議することについて、同法第２９０条の規

定に基づき議会の議決を求めるものです。 

 なお、本規約は滋賀県知事の許可のあった日から施行されるものです。 

 議第１００号滋賀県市町村交通災害共済組合を解散することについてご説明申し上げま

す。 

 滋賀県市町村交通災害共済組合が令和２年３月末をもって解散するにあたり、地方自治

法第２８８条の規定により関係地方公共団体が協議することについて同法第２９０条の規

定に基づき議会の議決を求めるものです。 

 議第１０１号滋賀県市町村交通災害共済組合の解散に伴う財産処分についてご説明申し

上げます。 

 令和２年３月末の滋賀県市町村交通災害共済組合の解散に伴う財産処分について、地方

自治法第２８９条の規定により関係地方公共団体が協議の上定めることについて、同法第

２９０条の規定により議会の議決を求めるものです。 

 議第１０２号平成３０年度野洲市水道事業会計未処分利益剰余金の処分についてご説明
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申し上げます。 

 本議案は、平成３０年度野洲市水道事業会計未処分利益剰余金２億１１０万３５８円の

うち１億５，１３２万９，３９１円を更新事業の財源に充てるため建設改良積立金に積み

立て、建設改良費に使用した４，９７７万９６７円を資本金に組み入れることについて、

地方公営企業法第３２条第２項の規定に基づき議決を求めるものです。 

 議第１０３号平成３０年度野洲市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分についてご説

明申し上げます。 

 本議案は、平成３０年度野洲市下水道事業会計未処分利益剰余金７億４，２２６万９，

５４９円のうち２億円を企業債償還の財源に充てるため減災積立金に積み立て、企業債償

還のため使用した４億７，１４５万２，０５６円を資本金に組み入れ、残余７，０８１万

７，４９３円を翌年度に繰り越すことについて、地方公営企業法第３２条第２項の規定に

基づき議決を求めるものです。 

 以上、ご審議賜りますようお願いいたしまして、提案説明を終わります。 

○議長（橋 俊明君） 市長。 

○市長（山仲善彰君） 失礼いたしました。ちょっと説明が間違ったところがあったみた

いですので、申し上げます。 

 議第８６号の中で、幼児教育・保育無償化に伴い、保育所等の使用料のところで説明が

間違ったので、正しい方を申し上げます。１億２０３万１，０００円と申し上げるべきと

ころを間違ったので、１億２０３万１，０００円の減額というのが正確ですので、そう訂

正をいたします。 

○議長（橋 俊明君） 次に、議第７４号から議第８５号までの決算認定について、代表

監査委員の久松信治氏より審査結果の報告を求めます。 

 代表監査委員。 

○代表監査委員（久松信治君） 議員の皆様、おはようございます。代表監査委員の久松

でございます。 

 それでは、平成３０年度野洲市一般会計及び特別会計並びに公営企業会計の決算審査の

概要につきまして、ご報告申し上げます。 

 地方自治法第２３３条第２項及び第２４１条第５項の規定に基づき審査に付されました

平成３０年度一般会計及び各特別会計歳入歳出決算並びに基金運用状況について、その内

容を詳細に審査しましたところ、決算並びに附属書類とも関係法令に準拠して作成されて
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おり、その計数は正確であり、いずれも予算に基づき適正に執行されているものと認めら

れました。 

 まず、一般会計では、市税において法人市民税で減収となったものの、個人市民税、固

定資産税で増加しており、市税全体では前年度に比べわずかに増収となっています。 

 また、地方交付税においては、合併算定替えの縮減等により年々減額となっている中、

減収補塡債の発行や財政調整基金等の取り崩しなどにより財源確保を図る中で財政運営に

努められたところです。 

 その結果、一般会計を含め全ての特別会計において実質収支は黒字決算となっており、

順調な決算と言えます。 

 なお、財政構造の弾力性を示す経常収支比率では、前年度と比較すると１．３ポイント

減少し、９３．３％と改善していますが、引き続き財政運営の硬直化や将来の財政負担に

留意すべきものと考えられます。 

 こうしたことから、今後の行財政運営にあたっては、多様化する市民ニーズを的確に捉

え、事業の必要性、費用対効果を総合的に判断し、引き続き財源の確保と適切な予算執行

により一層の経費削減に努められ、市民が安心して安全に暮らせるまちづくりの実現に向

け、努力されることを期待しています。 

 次に、公営企業会計につきまして、地方公営企業法第３０条第２項の規定に基づき審査

に付されました水道事業会計、下水道事業会計及び病院事業会計の決算並びに附属書類の

内容を審査しました結果、共に関係法令に準拠して作成されており、当年度の経営成績及

び財政状況は適正と認められました。 

 水道事業会計では、収益を上げるために特に有収率の向上を図ることが重要なことから、

今後も漏水調査と対策を講じながら、計画的に老朽管の更新事業を進められると共に、常

に企業として経済性を認識しながら、さらなる経費の節減と収益の確保に努め、効率的な

事業運営を発揮し、市民に安心・安全・安定した水の供給に努められることを期待します。 

 下水道事業会計では、不明水対策に積極的に努めると共に、費用面で管渠の長寿命化事

業整備に多額の経費が見込まれる上、企業債の多額の償還が残っているなど、今後とも経

費の節減と収益の確保に努め、効率的な事業運営を推進し、徹底した経営基盤の強化に取

り組まれることを期待します。 

 病院事業会計では、平成３０年度においては、まだ病院事業の営業は発生していません

が、当然のことながら、今後病院事業の運営にあたっては地方公営企業の独立採算制の趣
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旨に沿った経営に努められると共に、市民の地域医療を担う中核的医療拠点として市立野

洲病院が運営されることを願います。 

 最後に、８月７日に実施いたしました平成３０年度決算に基づく健全化判断比率及び資

金不足比率の審査結果について報告させていただきます。 

 結論から申し上げますと、いずれも早期健全化基準、経営健全化基準を満たしており、

特に指摘すべき事項はありませんでした。 

 健全化判断比率では、実質赤字比率及び連結実質赤字比率において、全会計とも収支は

黒字となっており、比率としては表れませんでした。 

 実質公債費比率は１１．８％で昨年度の１２．９％より１．１ポイント減少し、早期健

全化基準の２５％を下回っており、可としました。 

 将来負担比率は５６．７％で、昨年度の１０４．１％から４７．４ポイントも減少し、

早期健全化基準の３５０％を大きく下回っており、可といたしました。 

 また、資金不足比率につきましては、水道事業会計、下水道事業会計、病院事業会計及

び工業団地整備事業特別会計共資金不足は発生しておらず、可と認められました。 

 以上、平成３０年度野洲市一般会計・各特別会計及び公営企業会計決算、並びに健全化

判断比率及び資金不足比率の審査結果の意見を申し述べ、報告とさせていただきます。 

 なお、詳細につきましては、お手元の「平成３０年度野洲市一般会計・各特別会計及び

公営企業会計決算審査意見書並びに健全化判断比率及び資金不足比率審査意見書」に記載

をしておりますので、後ほどご覧いただきたいと存じます。 

 以上、よろしくお願いします。 

 （日程第４） 

○議長（橋 俊明君） 日程第４、決算特別委員会の設置及び委員の選任を議題といたし

ます。 

 お諮りいたします。 

 議第７４号から議第８５号までの議案の審査等を行うため、委員会条例第６条の規定に

より１６人の委員をもって構成する決算特別委員会を設置いたしたいと思いますが、これ

にご異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（橋 俊明君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議第７４号から議第８５号までの議案の審査等を行うため、１６人の委員をも
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って構成する決算特別委員会を設置することに決しました。 

 お諮りいたします。 

 ただいま設置されました決算特別委員会の委員の選任については、委員会条例第８条第

１項の規定により、議会選出監査委員及び本職を除く１６人の議員を指名したいと思いま

すが、これにご異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（橋 俊明君） ご異議なしと認めます。 

 よって、ただいま指名いたしました議会選出監査委員及び本職を除く１６人の議員を決

算特別委員会の委員に選任することに決しました。 

 暫時休憩いたします。 

            （午前 ９時４５分 休憩） 

            （午前１０時３０分 再開） 

○議長（橋 俊明君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 久松代表監査委員より発言を求められておりますので、これを許可します。 

 代表監査委員。 

○代表監査委員（久松信治君） 先ほど決算認定における審査報告について、資金不足比

率の報告において、工業団地整備事業特別会計と報告いたしましたが、正しくは工業団地

等整備事業特別会計でございます。おわびして訂正いたします。 

○議長（橋 俊明君） 続いて、諸般の報告をいたします。 

 休憩中に決算特別委員会が開催され、正副委員長の互選が行われ、結果について報告が

ありましたので、本職より報告いたします。 

 決算特別委員会委員長に第１２番、鈴木市朗議員、副委員長に第１８番、立入三千男議

員、以上のとおり互選されましたので、報告いたします。 

 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 あす８月２９日から９月３日までの６日間は、議案調査のため、休会といたしたいと思

います。これにご異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（橋 俊明君） ご異議なしと認めます。明８月２９日から９月３日までの６日間

は休会することに決定いたしました。 
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 なお、念のために申し上げます。来る９月４日は午前９時から本会議を再開し、議案質

疑、一般質問等を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。ご苦労さまでございました。（午前１０時３２分 散会） 
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